
旭ヶ丘児童センター　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児クラブ 乳幼児 1275 乳幼児 915

小学生 10 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 1049 大人 749

自由参加型事業 乳幼児 626 乳幼児 499

小学生 6 小学生 8

中高生 0 中高生 0

大人 538 大人 473

母親クラブの育成と支援 乳幼児 185 乳幼児 164

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 218 大人 174

乳幼児 2086 乳幼児 1578

小学生 16 小学生 8

中高生 0 中高生 0

大人 1805 大人 1396

小計 139 137

③

月１回程度 20 25

児童センターの事業を実施する中で、母親クラ
ブの存在は大きなものとなっている。特に幼児
対象とした事業に対しては母親クラブと連携し
ての事業が多い。事業の協力を得るために母
親との信頼関係を最も大切にしてきた。旭ヶ丘
は多治見市の中でも会員人数は多いが、他の
地域と同じで継続は難しい。今後の母親クラブ
の在り方は検討していく必要がある。

・ママ倶楽部会合
・多容荘訪問
・乳幼児祭り

13

75 64

クラブ数は26年度と比べても減少はなかった。
参加者の地域を確認すると明和地区の方が
多いが、中には共栄や小泉地区など校区外か
らの参加者も何人かみえた。母親同士情報を
共有し、自分の思いと一致した館のクラブに参
加する母親も多い。そんな中27年度のアン
ケートの結果からは、満足の声が多かった。

・エンジェルクラブ
・ちびっこクラブ
・キンダークラブ
・なかよしクラブ

②

月１回程度 44 48

H26
年度

H27
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

①

月２回程度

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢ご
との集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

14

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

毎年行っている「キッズ広場」では母親クラブ
にも協力をお願いし、ハロウインやお雛様会な
ど季節行事を実施した。母親クラブと共催で実
施することで、様々な内容の事業を実施するこ
とができた。27年度は新たに親子で参加でき
るバランスボールの講師を招き実施した。今
後も、利用者のニーズに合わせた内容の事業
を設定したいと考えている。

・キッズ広場
・バランスボール
・お話の会

目標・ねらい

1



旭ヶ丘児童センター　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

小学生クラブ 乳幼児 5 乳幼児 0

小学生 557 小学生 524

中高生 1 中高生 0

大人 30 大人 11

自由参加型事業（小学生） 乳幼児 19 乳幼児 18

小学生 279 小学生 381

中高生 21 中高生 18

大人 24 大人 32

季節事業 乳幼児 35 乳幼児 2

小学生 214 小学生 151

中高生 9 中高生 1

大人 29 大人 9

乳幼児 59 乳幼児 20

小学生 1050 小学生 1056

中高生 31 中高生 19

大人 83 大人 52

多世代間交流 乳幼児 118 乳幼児 143

小学生 148 小学生 237

中高生 18 中高生 33

大人 177 大人 233

乳幼児 118 乳幼児 143

小学生 148 小学生 237

中高生 18 中高生 33

大人 177 大人 233

小計 13 12

多世代事業では特に、地域の方々の協力を
得て実施する事業がほとんどであった。「イク
じいじ＆ばあば」は北栄地域福祉協議会と連
携し事業を実施したこともあり、普段児童セン
ターを利用しない高齢者の参加もあり実のあ
るものとなった。地域団体との連携の大切さを
改めて感じた。

①七夕飾り作り②ガサガサ体験
③クリスマス会④お正月遊び
⑤どんど焼き⑥節分会⑦感謝祭
⑧イクじいじ＆ばあば⑨昔遊び
⑩やよい祭り

多
世
代
間
交
流
事
業

1

①

随時

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

12 13 13

小計 117 105

12

・子どもスタッフクラブ
・一輪車クラブ
・リトルママクラブ

②

随時 50 53

消防署の職員に指導してもらい避難訓練と消
火訓練を実施した。どの様な災害に対しても
冷静に対処できる訓練を日頃から取り組んで
きた。今後も児童に対し訓練の機会を設定し
たいと考える。その他、「簡単制作」や「ラッ
キーを探せ」など、誰でも参加できる内容を設
定したことで、一人で来館した児童の参加も多
くあった。

ディキャンプや母の日のプレゼント作りなど、
季節に合わせた事業を実施した。地域的に家
庭環境に問題のあることが多い地域であるこ
とから、児童が参加しやすい金額での設定、も
しくは無料にすることで、多くの児童が気軽に
参加ができるよう配慮した。そのこともあり、多
くの児童が行事に参加できた。

・デイキャンプ
・母の日
・父の日プレゼント作り
・お雛様会

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

毎月２回程度

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

13 12
・おはなしの会
・ラッキーをさがせ
・バトミントンをしよう
・簡単制作・防犯訓練

③

随時 16 11

51 41

地域や児童センターの多世代事業と日程が重
なることが多く、クラブ回数は減少した。しか
し、子どもスタッフクラブは、２６年度に市より
表彰されたこともあり、２７年度はクラブの参加
数が29人と倍以上になった為、２６年度と比べ
てもクラブの参加人数はそれ程変らない。

2



旭ヶ丘児童センター　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

一般対象 乳幼児 103 乳幼児 140

小学生 582 小学生 507

中高生 5 中高生 4

大人 110 大人 93

乳幼児 103 乳幼児 140

小学生 582 小学生 507

中高生 5 中高生 4

大人 110 大人 93

子どもボランティア 乳幼児 3 乳幼児 1

小学生 76 小学生 110

中高生 2 中高生 5

大人 3 大人 2

乳幼児 3 乳幼児 1

小学生 76 小学生 110

中高生 2 中高生 5

大人 3 大人 2

小計 22 26

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

1

①

月１回程度

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地
域の子どもたちが、それ
ぞれの地域で活動でき
るよう人材育成を進め
る。

11 13 22

小計 97 85

26

児童館だよりに「ボランティアの日」と、明記す
ることで、ボランティアに対し興味を持ち、積極
的に参加する児童も増えた。やらされるので
はなく、”やりたい”という気持ちで参加する児
童の心を大切にした。

・自主的なボランティア活動
・図書館の本の整理整頓
・館庭の草取り・大掃除
・児童館行事のお手伝い

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）

を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

随時

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参
加者を限定しない、日
頃、誰でもが参加できる
遊びや行事を実施し、
初めての人の来館・参
加を促すとともに、参加
者相互の交流を深め
る。

12 13 97 85

幼児親子から小学生までが参加しやすい内容
を考えてきた。特に２７年度は保健センターで
も取り組んでいる、食育に力を入れてきた。地
域のボランティアに協力を得て夏野菜を育て、
食べるまでの過程を体験できるようにした。保
護者からは「良い体験であった」と喜ぶ声が多
かった。幼児期から食の大切さを感じることが
できた。

・かんたん工作　・食育
・紙芝居を見よう
・敬老の日のプレゼント作り
・煙体験

3



旭ヶ丘児童センター　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

中高生の居場所づくり 乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 3 小学生 4

中高生 19 中高生 13

大人 0 大人 0

ボランティアの育成 乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 10

中高生 62 中高生 48

大人 3 大人 3

次世代育成 乳幼児 1 乳幼児 0

小学生 85 小学生 10

中高生 31 中高生 5

大人 0 大人 0

乳幼児 1 乳幼児 0

小学生 88 小学生 24

中高生 112 中高生 66

大人 3 大人 3

小計 19 11

北陵中学校に協力を得て、ボランティアが必
要な時には学校にチラシを貼ってもらう。チラ
シの効果もあり、一つの事業に毎回7人ほど
の学生が参加した。学校との連携を密にする
ことで、多くの学生が児童センターの活動に参
加できる事ができた。小学生の中には中高生
の姿をみて感化され、大掃除を手伝う姿がみ
られた。

・小学生児童事業のボランティ
ア　・まつりのボランティア
・大掃除

③

随時 10 1

友達と楽しむだけではなく、小学生など年齢に
関係なく一緒に遊ぶ姿が多くみられるようにな
る。人との関わりが薄くなる中、横の関係だけ
ではなく、縦のつながりが深くなっている。人と
のコミュニケーションのとりかたも小学生とか
かわることで自然と身についたと考える。乳幼
児とのふれあい事業を実施するが、参加者が
なく２７年度は１回となる。

・小学生とあそぼう
（ドッヂボール）

中
高
生
事
業

1

①

随時

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげていく
ため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

13 12

4 2

普段より児童センターを自分の居場所としいる
生徒利用も多い。一人で来館しても他の生徒
が誘い、遊ぶ姿も見られ、孤立感を感じること
もなかったように感じた。２７年度は普段の日
の利用者はカウントしていない為、２６年度と
比較すると利用回数と人数が減少している。し
かし、学校を退学した生徒の居場所としても、
地域の中で大事な場所となっていると感じてい
る。

・バトミントン
・ドッヂボール

②

大掃除１２月２
６日に実施そ
の他は随時

5 8

4



旭ヶ丘児童センター　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

相談 乳幼児 12 乳幼児 14

・子育てに関する相談の随時受付け 小学生 3 小学生 6

・小中学生の相談の随時受付け 中高生 0 中高生 0

大人 20 大人 19

乳幼児 12 乳幼児 14

小学生 3 小学生 6

中高生 0 中高生 0

大人 20 大人 19

地域交流 乳幼児 198 乳幼児 67

小学生 372 小学生 186

中高生 54 中高生 1

大人 366 大人 148

児童館相互の交流 乳幼児 138 乳幼児 186

小学生 390 小学生 384

中高生 10 中高生 1

大人 281 大人 318

イクメン支援事業 乳幼児 17 乳幼児 0

小学生 25 小学生 13

中高生 1 中高生 0

大人 23 大人 1

乳幼児 353 乳幼児 253

小学生 787 小学生 583

中高生 65 中高生 2

大人 670 大人 467

小計 39 30

「子どもスタッフまつり」や「一輪車交流会」など
他の館と交流することで刺激を受け、意欲的
に子ども達が参加する姿がみられるようになっ
た。体力チャレンジではおたよりに自分の名前
が載ることを楽しみにする児童が多く、参加者
も増え、この事業が定着してきたと感じてい
る。

・子どもスタッフまつり
・一輪車交流会
・体力チャレンジ番付
・お話おばさん講演会
・楽しいクリスマス会

③

フットサル6/27 2 1

父親参加の事業を実施する。講師をお願いし
親子で楽しむフットサルを行ったが、土曜日と
いうこともあり父親の参加が少なかったのは残
念であった。しかし、指導が楽しく、子どもとど
う接していいか分からない父親も、自然と子ど
もに声を掛ける姿が見られた。曜日と内容を
検討していきたい。

・フットサルをしよう

地
域
の
特
性
と
活
か
し
た
事
業

1

① 移動児童館
8/24,3/16
公民館まつり
10/25
35区夏祭り
７/2

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

12 12

11

小計 15 13

7

児童センターのＰＲにも繋がり、地域の中での
児童センターという役割も大きくなってきた。移
動児童館は他の館と連携し若葉台へ出かけ
た。若葉台の地域へ出かけることで、なかな
か、児童館へ来館できない幼児親子や小学生
も遊びに参加できることができた。

・移動児童館
・公民館まつり参加
・３５区夏祭り

② 体力チャレンジ
月1，2回
一輪車クラブ
交流会６/６
子スタ祭り
1１/1４ 26 22

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ

く
り
の
推
進

1

①

随時

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や
関係機関への相談窓口
として相談を受ける。イ
ンターネットによる相談
受付や専門員による相
談の場を設定する。母
子保健推進員・主任児
童委員・保健センター・
子育て支援センターと
の連携を図る。

11 12 15 13

相談の中で、幼児・小学生で支援のいる子ど
もを持つ親からの相談がとても増えた。子育て
で、不安を感じている保護者が多い中、保護
者の不安な気持ちを児童センターが受け止め
る場所となっている。

5



旭ヶ丘児童センター　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

自主事業 乳幼児 188 乳幼児 61

小学生 94 小学生 120

中高生 18 中高生 8

大人 236 大人 128

乳幼児 188 乳幼児 61

小学生 94 小学生 120

中高生 18 中高生 8

大人 236 大人 128

２７年度、新たに立ち上げた事業の「なないろ
ひろば」は発達に不安のある幼児を対象とし、
少人数での活動を行うことで、個を大切にして
きた。また、多治見市社会福祉協議会が運営
する児童センターと発達支援課が連携するこ
とで、発達に問題のある幼児親子に対し早期
に対応することができた。親子共に表情が変
わり、子育てに前向きになることができた保護
者もいた。

・支援児あそびの広場
・福祉体験
・マジックショー
・なないろ広場（支援児）

小計 8 10

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し
て
く
だ

さ
い

）

2

① マジックショー
いっしょに元気
広場8/7,3/12
更生保護女性
会活動8/14

13 13 8 10
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